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【はじめに】近年，単接合太陽電池における理

論限界効率を超える高効率化に向けて，多接合

太陽電池の開発が行われている．中でも構成材

料の組成比制御によりバンドギャップが可変

である，ペロブスカイト太陽電池(トップセル)

と Cu(In,Ga)Se2(CIGS)太陽電池(ボトムセル)と

を組み合わせた 2 端子薄膜タンデム太陽電池

が着目されている．このタンデム太陽電池を実

現するためには，トップセルとボトムセルの間

にトンネル接合が必要となる．一般的にトンネ

ル再結合層には，n 型および p 型透明導電膜

(TCO)が用いられる．このため，CIGS 太陽電

池の最表面層の n 型 ZnO と再結合を行うため

の p型 TCOの開発が重要となる．我々はこの

p-TCO として，ペロブスカイト太陽電池のホ

ール輸送層として期待されている CuI[1]に着

目した．また，前回までに CIGS太陽電池上に

CuI 薄膜を作製した際の太陽電池特性につい

て報告した[2,3]． 

本報告では，タンデム太陽電池応用に向けた，

ヨウ素化 CuI による貼り合わせ手法の開発に

ついて発表する．  

【実験方法】作製した貼り合わせ構造は glass/ 

CuI/CuI/glassである．Glass上に蒸着法にて 30 

nm 程度の Cu を室温下で製膜し，同様のサン

プルを用意，glass/Cu/Cu/glassと重ねて 100 °C

で 10 分間アニールした後，クリップを用いて

固定した．その後，室温下で 90時間ヨウ素粒

と共に密閉容器に入れヨウ素化を行い，貼り合

わせを行った．観察には電子顕微鏡を用いた． 

【結果と考察】Fig. 1に glass/CuI/CuI/glass構造

の光学写真を示す．図よりヨウ素化により Cu

が CuIに変化，透明化していること，ならびに

CuI が形成される際にガラス同士が貼り合わ

せられていることがわかる．この技術をトップ

セルとボトムセルの接合に応用することでタ

ンデム化への利用が期待できる．当日はヨウ素

化 CuIを用いた，貼り合わせ構造について詳細

な議論を行う． 
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Fig. 1 Images of the glass/CuI/CuI/glass structure. 
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